
 

 

 

 

 
 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「理解して理解される」とは、

どういうことでしょうか。それ

は、まず相手を理解することに徹

し、その後自分を理解してもらう

ことです。つまり、コミュニケー

ション力が必要なのです。 

コミュニケーションがうまくいかない原因は、「相

手の気持ちの持ち方に対する不満」や「相手の気持ち

が変わってくれない」ことへのストレスであることが

多いそうです。コミュニケーションを円滑にするため

に、私たちが頭に入れておかなければいけないのは、

「相手の気持ちは、自分にはコントロールすることが

できない」ということです。他人の気持ちをコントロ

ールすることは、私たちには不可能なのです。   

しかし、なぜ相手が自分とは違う気持ちになって

いるのかを想像したり、寄り添ったりすることはで

きます。相手を理解しようとすると、問題の核心が

見えてきます。相手を理解すればするほど、相手を

大切に思う気持ちが生まれます。貢献したいという

気持ちが強くなります。 

だから、これからは、まずは自分から相手を理解

することで、コミュニケーション力を磨いて、理解

して理解される関係を築いていきます。 

僕は人が話をしている間に、

違うことを考え、最後まで話を

聞いていないことがあります。

親との会話でも、怒られないよ

うにいつも模範解答で受け答え

をしてしまい、「もっと詳しく 

言えんのん」と言われます。例えば「今日は何の勉

強をしていたの」と聞かれても、僕は面倒くさいと

思い「いろいろ」と曖昧に答えています。これは理

解して理解されるという関係を崩してしまうこと

になると思います。親だから理解してくれるだろう

と、いつまでも甘えているのだと思います。だから、

相手の話にしっかりと耳を傾け、きちんと相手の思

いに対して答えなければならないと思います。 

 また、これから高校生になるにあたり、これまで

の世羅西中でのように、自分のことを理解してく

れている友達ばかりではありません。高校では友

人関係を一から築いていかなければなりません。

そのためには、相手の話をよく聞いて相手を理解

し、自分の気持ちもきちんと伝えて理解してもら

わないと、友達から信頼されないと思います。 

 これからは、日常生活で理解し合える関係をつ

くっていくことを意識しながら、相手の話をしっ

かり聞いて生活したいと思います。 
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はばたき 
体育科 剣道指導 吉田和雄先生 

赤い羽根共同募金は、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすことが

できるよう、さまざまな地域福祉の課題解決に取り組む民間団体を応援

する「じぶんの町を良くするしくみ」として、取り組まれています。 

今年も、生徒会が中心となり、登校時と朝の会で募金の呼び掛けを行っ

たところ、生徒募金が７、0１１円集まりました。集まった募金は、職員

の募金と一緒に、１１月３０日に社会福祉協議会へお渡ししました。 

ご協力ありがとうございました。 

 

世羅郡中学校新人大会   
卓球の部 10月 23日（土）・バレーボールの部 11月 13日（土） 

プレーだけでなく、

審判など、自分の役割 

に全力で取り組む。 

防災訓練 （地震・火災対応訓練） 

【 卓 球 の 部 】 
世羅中学校を会場に、郡内３校から、男女合わせ

て３５名が参加して開催されました。世羅西中学校
は、５名が１回戦を突破するなど、大健闘しました。
女子の部で２年生の佐々木さんが２位になり、１月
に開催される「県新人大会」へ出場することとなり
ました。おめでとうございます。活躍を期待します。 

３年：中学校最後の剣道の授業 

１１月１９日（金）に、地震・火災発生を想定

した、防災訓練を実施しました。生徒と職員は、

「緊急地震速報」を聞き、地震から身を守る行動、

更には、火災から安全に避難するための行動を確

認しながら、真剣に訓練に取り組みました。また、

消火器の正しい使い方と、煙の中での避難体験を

しました。 

 

発表朝会 11月 22日（月）「理解して理解される」＜抜粋＞ 

１年 三木 大和 ３年 山下 拓海 

【 バレーボールの部 】 
世羅西中学校を会場に、３校によるリーグ戦方式

で開催されました。世羅西中学校は、甲山（２－０）、
世羅（０－２）の1勝1敗の2位と善戦しました。
すでに生徒は、来春に向けて、個々やチームの課題
克服のために練習に取り組んでいます。 
来春への飛躍に期待します。 

三原市消防北部分署 世羅西出張所員の方々、  
ご指導ありがとうございました。 

 

１１月４日（木）～１８日（木）までの２週間、

吉田先生を講師に招いて剣道の授業を行いまし

た。授業では、剣道の技能はもちろん、武道の精

神や伝統的な所作の仕方、相手を尊重すること

の大切さなど、丁寧に分かりやすく指導をして

くださいました。ありがとうございました。 

 

女子の部２位 

佐々木眞央さん 

８名全員で、ねばり

強くボールをつなぎ、 

熱戦を繰り広げた。 

赤い羽根共同募金の取り組み 11月 15日（月）～17日（水） 

スポーツ推進事業（１年） 救急救命講習会（２年） 

１１月２５日（木）、２年生の保健体育の授業として、

世羅消防署世羅西出張所から２名の所員を講師として

お招きし、救急救命講習会を実施しました。 

生徒は、心肺蘇生法や AED の使用方法、ペアでの

傷病者の搬送方法や骨折等の疑いがある際の対処方法

などを学びました。ご指導、ありがとうございました。 

  

１１月８日（月）、今年度最後の世羅町

スポーツ推進事業がありました。今回は、

１年生を対象とし、運動の意義と効果につ

いて、基本的な走り方（腕の振り方、練習

の仕方）等を教えていただきました。生徒

は意欲的に学んでいました。 

  



 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
                  
                  

 

◆尾道納税貯蓄組合  

税に関する作品（作文の部） 

尾道間税会 優秀賞： 口 凜音（3年） 

尾道間税会 優秀賞：大見 心春（3年） 

 

◆防犯標語 

入 選： 口 凜音（3年） 

 

◆第 65回広島県科学賞 ＊県表彰 

   努力賞：旗手 翔吾（1年） 

   努力賞：中山 心希（1年） 

 

◆第 65回広島県科学賞 ＊町表彰 

   優秀賞：旗手 翔吾（1年） 

   優秀賞：中山 心希（1年） 

   佳 作：原田 拓 （2年） 

   佳 作：佐々木眞央（2年） 

 

◆世羅すずらん剣道大会 

  【女子個人戦】 

優 勝：佐藤 碧 （3年） 

準優勝：佐藤 朱里（1年） 

   第3位：升尾 真菜（1年） 

  【男子個人戦】 

   優 勝：原田 拓 （2年） 

     

 

 

◆郡美展（絵画の部） 

    推 奨：福原 千奈（１年） 

推 奨：上田 陽由（2年） 

    推 奨：旗手 良弥（3年） 

    金 賞：岸本 孝一（１年） 

    金 賞：福服 凌 （１年） 

    金 賞：中山 結仁（3年） 

    銀 賞：貞行 千陽（１年） 

    銀 賞：中山 心希（１年） 

銀 賞：年宗 芽衣（2年） 

    銀 賞：森本くるみ（2年） 

    銀 賞：奥川 雨泉（3年） 

    銀 賞： 口 凜音（3年） 

 

◆郡美展（書写の部） 

    金 賞：岸本 孝一（１年） 

金 賞：福原 千奈（１年） 

    金 賞：原田 拓 （２年） 

    金 賞：旗手 良弥（３年） 

    金 賞：福原 香穂（３年） 

    銀 賞：吉實 聖斗（１年） 

    銀 賞：升尾 真菜（１年） 

    銀 賞：宮本 遥 （１年） 

    銀 賞：上田 陽由（２年） 

    銀 賞：年宗 芽衣（２年） 

    銀 賞：奥川 雨泉（３年） 

    銀 賞：中山 結仁（３年） 

 

  【行事予定の変更について】 

※次のように、日程を変更しました。計画的に学習に取り組みましょう。 

◆第４回確認テスト（３年） １月 ７日（金）・ １月１１日（火） 

◆学年末テスト（３年）   １月１７日（月）～１月１９日（水） 

◆確認テスト（１・２年）  １月１８日（火） 

※今年度は、１・２年生も確認テストを実施します。準備をして臨みましょう。 


